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 リクルート期間は、2013年 1月から 12月の 1年間であった。 2mlの末梢血から Genomic DNA Isolation 
キットにて DNAが抽出された。TaqMan Assay-on-Demand SNP Typing Systemを用いて、TPMT*3C、TPMT*2、
TPMT*3Bと ITPA遺伝子多型を同定した。PCRは、384-well format ABI PRISM 7900HTを用い、解析バー
ジョン 2.2.2（Applied Bio Systems）にて実施された。 





absolute neutrophil count (ANC)<1.0x109/L とした。その他の有害作用についても明確に定義して使
用した。 
(結果) 
 TPMT と ITPA 薬物代謝酵素遺伝子多型は、4%(6/150)と 22.7%(34/150)であった。対照群においては、
TPMT*3B(rs1800460)、TPMT*3C(rs1142345)、ITPA 94C>A(rs1127354)遺伝子多型は、それぞれ 0.006、 
0.020 、0.903 であった。 ALL 患者群では、TPMT*3C と ITPA 遺伝子多型は、それぞれ 0.010 と 0.153
であった。患者群で TPMT*3C 変異は、leucopenia (P=0.037)、neutropenia (P=0.017)、thrombocytopenia 
(P=0.008)の発生と関連していた。ITPA 変異 は fever (P=0.003)、neutropenia (P=0.001)、liver 




















平成 26 年 12 月 18 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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